


　共同募金運動は、毎年10月から「赤い羽根」をシンボルに、全国一斉に始まります。
　集まった募金の約70％は、私たちの住んでいる町を良くするために使われています。残りの30％は私
たちの住んでいる市町村を超えた広域的な課題を解決するための活動に、都道府県の範囲内で使われます。
　災害にも共同募金は使われています。大規模な災害が起こった際の備えとして、各都道府県の共同募金
会では、募金額の一部を「災害等準備金」として積み立てています。この積み立ては、大規模災害が起こっ
た際に、災害ボランティア活動支援など、被災地を応援するために使われます。

　共同募金には主に戸別募金・法人募金・街
頭募金などの募金方法があり、北方町で集
まった募金は『岐阜県共同募金会北方町分会』
に集められ、その後『岐阜県共同募金会』に送
金されます。
　『岐阜県共同募金会』より、福祉施設、福祉
団体、社会福祉協議会などに配分され、各団
体の活動を通じて地域へ還元されます。
　様々な募金方法がありますので、皆さんの
身近なところで『赤い羽根共同募金』へのご協
力をお願いします。

私たちの住んでいる町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金運動が始まります！赤い羽根共同募金運動が始まります！

　共同募金箱イラストの特選・入選作品、福祉標語の特選作品を文化祭で展示します。
　ぜひご家族・ご友人皆さんでご覧ください。

11月1日（土）・2日（日）　会場：ホリモク生涯学習センターきらりホール

共同募金箱イラスト共同募金箱イラスト    福祉標語展示会福祉標語展示会

北方町の募金目標額　2,467,000 円

昨年のアピタ北方店での
募金活動の様子

10月１日10月１日からから
12月31日12月31日までまで
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　多くの方に赤い羽根共同募金運動に親しんでいただくために、北・南学園の
１年生～９年生を対象に赤い羽根共同募金箱へ掲載するイラストを募集しまし
た。745点もの応募があり、厳正な審査を経て６点の特選作品を決定しました
ので、ご紹介します。（敬称略）
　たくさんのご応募ありがとうございました。

特選作品を掲載した赤い羽根共同募金箱を町内公共施設などに置かせていただきます。
皆さん赤い羽根共同募金へのご協力をよろしくお願いします。

北学園８年　村瀬仁花

南学園３年　蜂矢明嵐

南学園５年　村瀨愛友良

南学園２年　上松琴音 北学園５年　村瀬真央南

北学園２年　臼井奈々花

赤い羽根共同募金箱イラストコンクール特選決定赤い羽根共同募金箱イラストコンクール特選決定

3きたがた社協だよりきたがた社協だより









ボランティア活動をはじめようと思ったのはなぜですか？

自分の出来る範囲でとのことだったので、何かやりたいと思っていた
自分にぴったりでした。
私は人との関わりがとても大切だと思っているので、人に寄り添って
お話を聞いたり、また絵本の読み聞かせで子どもたちに人の温もりを感
じてもらったりしながら安心できる居場所づくりをやってみたいです。

「おやこふれあい広場ぷくぷく」では、子どもに本の読み聞かせボランティアを
されていますが、何か心掛けていることはありますか。

自分の孫もちょうど読み聞かせをしている時期で、おひざに抱っこして絵本
を読むととても喜んでくれます。やはり声から人のぬくもりが伝わっていると
思いますし、小さな子は字を読めないけど、人の声を通してやさしさや温かみ
を体感できると思うので、子どももママも安心できる時間になれば嬉しいです。

たくさんの貴重なお話をありがとうございました。
今回のお話で、私も何かボランティア活動してみようかしら？と思われた方がいらっしゃいました
ら、ぜひ、北方町社会福祉協議会（☎058-324-6500）にお気軽にご相談ください。
また、今回ご紹介させていただきました安藤さんの読み聞かせは『おやこふれあい広場　ぷくぷく』
で開催しています。お時間のある方はぜひお立ち寄りください。

みんなが歩いて行ける身近な所に気軽に集える居場所づく
りができたらいいなと思っています。例えば、それぞれ何か
を持ち寄って集まりお話したりして時間を過ごせる、そこに
行けば誰かに会えるという居場所ができると、もっとみんな
の繋がりができ災害時にも助け合えるのではないかと思うの
で、一緒に活動してくれるボランティア仲間をたくさん増や
したいし繋がりたいですね。

今後の目標などがありましたら教えてください。

新しくボランティア仲間新しくボランティア仲間
になられた方のご紹介になられた方のご紹介

参加無料
申込不要

おやこふれあい広場　ぷくぷく
　安藤真由美 さん

５・６月に開催したボランティア養成講座に参加後、ボランティア活動
をはじめられた安藤真由美さんに、なぜボランティア活動をはじめようと
思われたのかインタビューしました。

『おやこふれあい広場　ぷくぷく』  『おやこふれあい広場　ぷくぷく』  
開催日 　�10/21  11/18  12/16  1/20  2/17  3/17
日　時 　毎月第３(火）10：00～11：30 
対　象 　０歳～３歳(未就園児)の親子
場　所 　みんなのお家（北方円鏡寺公園内）
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発達障害のある人たちへの
理解と共生のヒント

WECARS

精神科医。医学博士。1988年、東京大学医学部を卒業。
横浜市総合リハビリテーションセンターで約20年にわたり発達
障害の臨床と研究に従事。その後、山梨県立こころの発達総合
支援センター初代所長を経て、2014年より信州大学医学部附属
病院子どものこころ診療部長、2018年より現職。
NHKでの番組や全国の講演会で発達障害の数多くの悩みにアド
バイスされており、子どもから大人まで30年以上もの間、当事者
に向き合ってきたスペシャリスト。

信州大学医学部
子どものこころの発達医学教室

本田秀夫教授

地域福祉啓発事業　講演会

令和７年

11月24日
13：30～15：30

きらりホール

【主　催】 北方町社会福祉協議会　
【後　援】 北方町　北方町教育委員会

【問い合わせ】 北方町社会福祉協議会
住所：北方町北方1345番地の2（北方町福祉センター内）
電話：058-324-6550

北方町ホリモク生涯学習センターきらり

開場 13：00

会場

月・祝

参加無料

申込不要
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